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1. はじめに

　日本の食文化における食具としての匙は、平安時代の貴族が使っていたもので、武士

社会では忘れ去られていたというのが通説となっている1)。しかし、鎌倉時代から江戸時代

にかけての匙の使用例が報告されつつあり2)、日本の食文化における匙に関する見直しが

迫られている。

　上記の報告の中でも、高正晴子・橋爪伸子・山下光雄(2007)の『大饗記』につい

ての報告3)によると、室町時代の匙の使用例があることが知られる。しかし、同稿は翻刻の

*  本稿は、博報堂教育財団第13回「日本研究フェローシップ」の助成によるものである。
** 韓南大学校、講師、日本古典文学・日本文化学
1) 石毛直道(1976・1983)は「民衆のあいだまで匙が浸透した形跡はなさそうである。貴族社会の崩壊
とともに匙は忘れ去られてしまい、明治時代になって、鍋物の流行とともに散蓮華が使われるようになった
のである。」と指摘している。匙が用いられなくなるという発想は、青木正兒(1970)の「用匙喫飯
考」に影響されているようである。しかし、魯成煥(1997)が「食べ物と匙と箸との関わり方はすんなりと
一致するわけではない」という指摘に従うべきであろう。

2) 金泰虎(2007) 「日韓の食事作法－作法の相違とその作法形成の原因を中心に－」 『言語と文
化』 第11号.
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過程で匙の置かれた個所を「かい」という文字で記し絵図を省略している。ところが、慶

應義塾大学図書館魚菜文庫蔵の『大饗記』(以下、『大饗記』と略称する)を実地調

査したところ、平安時代の『類聚雑要抄』における匙の絵図に似たようなものを含め、今日

とはまったく異なっている匙の置き方をしている絵図が記載されていることが判明した。

そこで本稿では、室町時代の匙の文化を捉えるべく、室町時代の大饗を書き記した

『大饗記』をはじめとする有職故実書を中心に匙の使用例を検討することにする。これらの

有職故実書には、匙とは無縁のように思われていた武家の匙の使用例を見ることができる

し、『大饗記』には日本の食文化における匙の用い方を知る上で、極めて重要な絵図が
載っているからである。

2. 先行研究

　匙の使用例については、先述の石毛直道(1976・1983)の説が通説となっている。しか
し、山内昶(2000)4)は、鎌倉時代の『禁秘抄』や『厨事類記』や『赴粥飯法』などの例

を取り上げており、向井由紀子・橋本慶子(2001)5)は、天和二年(1682)の綱吉襲職祝賀の

折の記録に「銀匙」と、享保四年(1719)八代将軍吉宗襲職祝賀の折の『海遊録』に
「匙箸を金銀をもって作る」ということを取り上げているものの、何の異論をも挟んでいない。
　他方、金泰虎(2007)は「宮中や公家貴族、武家の儀式、外交上の接待には、特別

に匙が使われていたと考えることができる。これは古代以来、一貫していることであり、一般

民衆に匙は広がっていなかったと見ることができる。」6)と述べている。しかし、1802年の
『(料理三篇)山家集』7)と、1822年の『料理通』8)という江戸時代の料理書には、面の

形が室町時代の『大饗記』に書き記されている匙と似ているものが確認でき、民衆におけ

3) 高正晴子・橋爪伸子⦁山下光雄(2007)「日本古典料理の研究(二十):『大饗記』について」『梅
花女子大学短期大学部研究紀要』第55号.

4) 山内昶(2000) ものと人間の文化史 96『食具』、法政大学出版. 
5) 向井由紀子・橋本慶子(2001)『箸』、法政大学出版局。なお、「この時代(稿者注：室町時代)
には、平安時代の上流階級で見られた箸と匙を用いる習慣はなくなり、銘々膳が普及した各自の膳には
箸のみが配されている。」といっており、通説の石毛直道(1983)の説と基本的には同じである。ただし、
向井由紀子・橋本慶子(2001)が取り上げている『酒飯論』(1550年頃の作)における箸だけの使用と
いう指摘は、室町時代の食文化における匙使用の有無を考える上で示唆に富んでいる。
6) 前掲注(4)に同じ。そもそも、民衆のことを取り上げている絵や記録は残されているものが少なく、膨大な

有職故実書には匙が書き記されていることを吟味する必要がある。
7) 醍醐山人著(1802)『(料理三篇)山家集』、大和田安兵衛.
8) 八百善(1822)『料理通(坤)』、出版者不明.
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る匙の使用はなかったという説には首肯しかねる。そもそも民衆にまで広まらないと文化として

認められないという発想には首肯しかねる。

　さて、室町時代の大饗は、鈴木道男(2011)によると「文政六年の前に、足利幕府の

時代に三度の記録がある」9)という。先述した『大饗記』は、永徳元(1381)年の足利義

満と、永享四(1432)年の足利義教との大饗を書き記したものである。なお、後述の『普広
院殿任大臣節会次第』は上記の足利義教、『義政公記』と『大饗御記』は長禄二

(1458)年の足利義政の任内大臣大饗の日記である。このような室町時代の大饗に関する
有職故実は管見による限りあまり注目されていないようである。

3. 室町時代の有職故実書における匙と食文化

室町時代の有職故実書において匙の使用例が確認できたのは、〈表〉にまとめたように

全八例である。

<表> 室町時代の有職故実書における匙10)

書名 成立年 著者 記載形態(出所)
日中行事 1334-1336 後醍醐天皇 字-かい(群)
建武年中行事 1352 後醍醐天皇 字-かい(群)
三節会次第 1402-1481 一条兼良 字-匕・匕(群)
大饗記 1432か 不明 図・字-かい・匕(慶)
普広院殿任大臣節会次第 1432 不明 字-匕(群)
元日宴会次第 内弁作法 1449-1473 一条兼良 字-匕(続群)
義政公記 1458 不明 字-匕(デ)
大饗御記 1458 不明 字-匕(宮)

〈表〉における有職故実書の出所は、群-群書類従、続群-続群書類従、宮-宮内庁
書陵部図書寮、慶-慶應義塾大学図書館、デ-国立国会図書館デジタルコレクションの略称
を用いる。以下、特に断らない限り、これによる。□は宮中、□は大饗のことを意味する。

9) 鈴木道男(2011)「文政六年の任大臣大饗（一）―堀田正敦の『癸未記』 論攷と翻刻―」『東
北大学大学院国際文化研究科論集』第十九号。なお、平安時代からの大饗に関する先行研究が
まとまっているので、大饗に関する先行研究は同稿にお譲りする。但し、義教を「義宣」(p.173・下
段)、義政を「善政」(p.174・上段)と人名に誤りがあり、注意を要する。

10) 室町時代の有職故実書における匙の表記は〈表〉で見るように、「かい」と「匕」「匕」の三種
類となっている。なお、匙の表記については別の機会に詳論したい。
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『日中行事』と『建武年中行事』は後醍醐天皇の御製と言われており、天皇の食事

の様子が窺える貴重な史料である。都基弘(2019b)で取り上げた『禁秘抄』(1221)と

『厨事類記』(1295)とを合わせると11)、中世における天皇の食事の様子がより具体化して

くる。

『日中行事』における匙の記述は、〈資料1〉のようになっている。

<資料1>：『日中行事』の「かい」12)

大床子におけるものを並べる過程が記述され、イには「かいは御はんにのこす」とあ

り、ロには「かいをとらず」と記されている。「かい」という和訓は『和名類聚抄』13)に

見え、「説文云匕(中略)和名賀比 所以取飯也 兼名苑云匕一名匙(下略)」となってお

り、「賀比」という字が当てられている。つまり、『和名類聚抄』の説明に従えば、「か
い」は「匙」で、飯を取るものであり、『日中行事』の「かい」も「匙」で、飯を取る

11) 都基弘(2019b)「鎌倉後期の匙文化に関する研究－『厨事類記』を中心に－」『日本語文学』
第81輯。『禁秘抄』には匙の記述がなく、食事の回数が記されている。『厨事類記』には大床子
の指図が載っているからである。

12) 『日中行事』(群書類従 第二十六輯 雑部 巻四百六十六) p.368(三百六十二)下段。資料の
引用に当たり、分かりやすくするために任意に図形や矢印を入れている。以下においても同じである。 

13) 『倭名類聚抄』(調度部中第22・厨膳具第182・7丁裏5行目)７・27コマ : 国立国会図書館デ
ジタルコレクション.
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ものと捉えることができる。したがって、当該のイは「匙をご飯に残す」ということになる。
そして、『建武年中行事』における「かい」は三つでるが、次節との関連で二つに分

けて引用する。〈資料2〉は「元日節会」における天皇と臣下との酒を交えた宴の次第を

細かに記している。資料のハ とニ とには「ばとうばんはしかいおなじくあり。臣下のだいばん

にも。くだ物はしかいかねてすへたり。」とあり、天皇の大床子に置かれている匙が臣下の

台盤にも置かれていることを表わしている。

<資料2>：『建武年中行事』の「かい」14)

ところで、鮑のあつものが据えられ、「はんしる」を催す辺りに匙の材質と関わる注目す

べき記述がある。

〈資料2〉のホに「かねのかいはしをたつ」とあるように、匙と箸は「かね」つまり金属
のものであること、匙と箸を立てるということが記されている。割注には「いまの代のこと也」

とあり、『建武年中行事』の書かれる時点のこととしている。しかし、匙と箸とを立てるという

作法は、すでに平安時代の有職故実書において見られることで、平安時代の伝統が受け

継がれていると見るべきであろう。匙と箸を立てるということは、〈表〉に含まれている後掲
〈資料3〉の『三節会次第』という有職故実書においても見ることができる。

『三節会次第』は、宮中の「元日節会」、「白馬節会」、「踏歌節会」に加えて

「七日節会異説」のことを書き記している。そのうち、「元日節会」、「踏歌節会」、

14)『建武年中行事』(群書類従 第六輯 公事部 巻八十五).
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「七日節会異説」において「匕」の用例を見ることができる。

<資料3>：『三節会次第』の「匕」15)

匙と関わる記述において、前掲〈資料2〉のホに見るような「立」と、〈資料3〉の

「抜(右から五行目の割注)」という動詞が多用されていることが特徴であると言える。この
ようなことは平安時代の有職故実書において見られることで、『三節会次第』も平安時代

の伝統を受け継いでいることが窺える。

　ところで、匙と箸を立てるという平安時代の伝統を受け継いでいるものの、どちらを先に立

てるかということで、その順序はまちまちである。

　　　　　　　

<資料4>：『江家次第』の「匕」16)

15) 『三節会次第』(群書類従 第七輯 公事部 巻八十九).
16) 増訂故実叢書編輯部(1929) 『江家次第』、吉川弘文館.
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　〈資料4〉は、平安時代の有職故実書である『江家次第』(1111年頃)の「大臣家

大饗」における記述である。 ト に「先に匙を外に立て、箸を内に立てる」とあり、〈資

料3〉におけるヘとは逆となっている。ところが、時代が若干下ると、〈資料3〉の『三節

会次第』における置き方と同じものを平安時代の有職故実書でも見ることができる。

　

<資料5>：『妙音院相国白馬節会次第』の「匕」17)

　〈資料5〉の『妙音院相国白馬節会次第』(1192年以前か)のチに「先に箸を取り、

飯の内方に立てる。次に匕を取り飯の外方に立てる」とあるように、先に箸を立てるのであ

る。このような現象は、〈表〉の室町時代の有職故実書においてもまちまちになってい

る18)。先述の〈資料3〉の『三節会次第』が先に箸を立てるものであれば、〈資料6〉

に引用する『普広院殿任大臣節会次第』は先に匙を立てるものである。

17) 『妙音院相国白馬節会次第』(続群書類従 第十輯下 公事部).
18) 〈表〉の室町時代の有職故実書の中で、〈資料3〉の『三節会次第』と〈資料6〉：『普広院

殿任大臣節会次第』とを引用する理由は、他の有職故実書には両書のような記述がないからであ
る。『元日宴会次第内弁作法』には「拔箸ヒ」、『義政公記』には「立箸ヒ⦁拔箸ヒ」、『大
饗御記』には「拔箸ヒ」という記述があり、匙よりは箸の方が先になっていることだけは確認できる。な
お、鎌倉時代の僧家の有職故実書である『門室有職抄』(1222∼33頃)には、「先居了一献又即
一献。次立箸。匕有時ハ先匕。次箸也。次汁。此時食也。」となっており、必ず匙を置くとは限
らないけれども、匙と箸がある場合は匙の方が先であったようである。
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<資料6>：『普広院殿任大臣節会次第』の「匕」19)

　リに「匕を取り外に立てる。箸を取り内に立てる」とあり、〈資料4〉の平安時

代の有職故実書である『江家次第』(1111年頃)と同じ順となっている。

　つまり、平安時代の有職故実書における匙と箸を立てるという習わしは、室町時代の有

職故実書においても受け継がれていることが確認できるのである。

　そして、もう一つ、平安時代の食文化における伝統を受け継いでいることがある。それ
は、飯を汁に漬けて食べるということである。

　〈資料5〉の『妙音院相国白馬節会次第』におけるチには「即取汁器漬飯食之」と

あり、汁器に飯を漬けて食べることが記されている。なお、割注には「食了立箸於飯」と

あり、食べ終わると箸を飯に立てるということが記されている。そして、〈資料6〉の『普広
院殿任大臣節会次第』におけるリにも「立畢更漬汁食之」とあり、立て終わると汁に漬

けて食べるという記述が続いている。つまり、両書においての共通点は、飯を汁に漬けて食

べるということである。飯を汁に漬けて食べるということは、平安時代の習わしで、早くも『富

家語』(1162年以前か)に次のように記されている。

仰せて云はく、「饗座には、着座の時、もとより饗近く居るなり。遠く居て食せむとて居寄るは見

苦しき事なり。

また、飯をば汁には一度に多くは漬けず、少々づつ食するに随ひて漬くるなり。かねて飯を箸にて

19) 『普広院殿任大臣節会次第』(群書類従 第二十二輯 武家部 巻四百五).
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墔くだきて少しを漬くるなり。その故は、掻き取りたる跡の□しげなるは故実なり。

また、膾は汁の後には食せず。(『富家語』五三)20)

実線部によると、飯を漬ける際、箸を用いて漬けるという。そして、漬けた飯は波線部に

あるように、「掻き取って」食べるようである。新日本古典文学大系『富家語』は、この

個所に「匙ですくい取ったあと」という注を付けている。なお、鎌倉時代の『厨事類記』

(1295か)には「木匕可レ聞ㅕ食御汁漬一歟」とあり、木の匙で漬けて食べていたようであ

る21)。

　上記のように、飯を汁に漬けて食べるという食べ方は平安時代からの習わしで、室町時

代まで続いていることが確認できる。しかし、室町時代の料理書においては、汁に漬けると

いう記述を見ることができなかった。これを押して言うならば、室町時代に飯の食べ方に変
化が起きたということではなかろうか、つまり、有職故実書においては平安時代の習わしが

受け継がれているけれども、室町時代の料理書においては平安時代とは異なるの食べ方と

なった可能性があるということである22)。

　さて、『大饗記』は、今まで見てきた他の有職故実書とは異なった体裁をしている。とい

うのは匙の絵図が載っていることであり、今まで見てきた室町時代の匙と箸を用いた食文化

を傍証付けることができると思われる。これについては章を変えて見ていくことにする。

4. 『大饗記』における匙と食文化

『大饗記』は、室町幕府において三回行われていた将軍の大饗のうち、三代将軍で

ある足利義満の内大臣大饗(永徳元(1381)年)と、六代将軍である足利義教の内大臣大

饗(永享四(1432)年)とを納めている23)。本文中に「武家将軍家 料理始次第也」24)と記

されているように、料理を据える際の献立の指図の性格をもっていることが特徴である。特に

20) 山根對助・池上洵一校注(1997) 新日本古典文学大系『富家語』、岩波書店、pp.386-387.
21) 『世俗立要集』(1221年以降か)にも、汁に漬けるということが述べられている。これについては都基  

弘(2019a・b)を参照していただければ幸である。
22) これについては、別の機会に詳論したい。
23) 残りの一回は、八代将軍である足利義政の内大臣大饗(長禄二(1458)年)である。これは「〈表〉

室町時代の有職故実書における匙」の『義政公記』に納められている。
24) 「永徳元(1381)年七月十一日 武家将軍家 料理始次第也」(3丁)とあり、武家における「大饗」は
それ以前に行われたことがなかったことを示唆している。
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匙の置き方や材質などが記され、前章においての匙と箸とを「立てる」ということの実体が
解せる絵図が載っている。

まず、匙の置き方を示した絵図から見ていくことにする。

<資料7>：『大饗記』の永享四(1432)年の大饗におけるお膳の指図(６丁・7丁)25)

〈資料7〉は、永享四(1432)年の大饗におけるお膳の指図で、右端一行目に「これま

ておんさのかうふつ」とあり、「穏座
おんざ

」26)の際のお膳である。「主人尊者の分(一二三と

番号が振ってある三つのお膳のうち、二のお膳)」と「諸卿の分(三のお膳)」のやや左端

の下の部分に匙(下)と箸(上)が横にしておいてある。今日の日本の食卓では箸だけを横に
して置くので、珍しい置き方ではあるけれども、すでに平安時代の有職故実書に存在してい

たものである27)。つまり、匙と箸を横にして置く習わしは平安時代から室町時代まで続いて
いるということになる。

さて、『大饗記』には平安時代からの食文化における伝統が室町時代まで続いていた
であろうということを推測できるもう一枚の絵図が存在する。

25) 前掲注5の論文では「はし・かい」(p.8・上段)とし、指図は省略されている。
26) 大饗における儀式後に開かれる宴席のことで、今日の二次会のようなものである。平安時代の穏座につ
いては、熊倉功夫(1985)「日本料理における献立の系譜」が参考になる。

27) 平安時代の匙の文化を含め、都基弘(2016)を参照していただきたい。都基弘(2016)を参照していた
だければ幸である。ただし、『厨事類記』(1259か)をはじめとする大床子御膳関連の資料において
は、縦に置いている場合がある。これについては、(2019b)を参照していただければ幸である。なお、
後掲の〈資料8〉と九においては、匙が上で箸が下になっている。
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<資料8>：『大饗記』の永享四(1432)年の大饗におけるお膳の指図(16丁)

　〈資料8〉は、『大饗記』の永享四(1432)年の大饗における匙に関する指図である。
当の16丁の初めに「正安元年四月廿六日大饗」という記事があり、正安元(1299)年四

月二十六日行われた大饗を典拠としていると解せられる。但し、この大饗における主人公

は記されておらず、『史料綜覧』28)の「正安元年四月廿六日」の記事には「右大臣

師教ヲ左大臣ニ、内大臣公衡ヲ右大臣ニ、権大納言藤原冬平を内大臣ニ任ズ、是

日、大臣大饗アリ」とあり、新任の内大臣である藤原冬平の大饗である可能性が高いと

思われる29)。

　なお、『公卿補任』30)にも冬平は「四月廿六日任。翌日左大将」となっている。正

安元(1299)年という鎌倉時代の大饗における指図を見習うということで、そっくりのものを用い

たかどうかは判断しがたい。しかし、典拠として挙げているので、〈資料8〉に記載されてい

ることが再現されていたと見るべきであろう。というのは、平安時代の『類聚雑要抄』にも

似たようなものが載っているからである。『類聚雑要抄』では匙の形などを記述した絵図が
二カ所なので、紙面の都合上省略し、当該部分との類似点と相違点を取り上げることにす

る31)。

　〈資料8〉において匙と関わる記述を見ていくと、ヌ「箸匕作様事」では作り方を、ル
28) 東京帝国大学文学部史料編纂所 編(1927)『史料綜覧』(巻5)、朝陽会。『史料綜覧』を基礎
にし他の記録類を補ったという、倉林正次(1965)の表にも載っていない。

29) 倉林正次(1965)によると、鎌倉時代に入り、太政大臣の場合を除きすべて初任の例であると思ってよ
いという。従って、当該の大饗も新任の内大臣である藤原冬平の大饗である可能性が高い。

30) 経済雑誌社 編(1898) 『公卿補任 前編』(国史大系(第９巻))、経済雑誌社.
31) 匙の絵図を含め、寸法・形などについては都基弘(2019a)を参照していただければ幸である。
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「箸匕之置様如此」では置き方を、ヲ「寸法大概如此所」では具体的な数字は書き

記してないが寸法のことを、ワ「覚悟也以柳作之歟其色白」では材質(柳)のことを、カ
「匕ノ裏如此也」では匙の面の裏の形のことを、ヨ「匕ノ面如此面ハ聊彫之」では匙

の面の形の如く彫ってあることを説明している。

　先述した『類聚雑要抄』においても、匙と箸の置き方は横になっている。そして、作り方

に関しては記述されてないものの、「前四寸ばかりは面の方へ曲がっている」という記述

と、絵図でわかる仕組みになっている。そして、匙の裏に関しては「同裏の形 中筋は峯な

り」というふうに、もう少し具体的になっている。なお、面の形に関しても「前四寸ばかりは面

の方へ曲がっている」と数字を記している。以上のように両書において多少の違いはあるも

のの、『類聚雑要抄』を意識しているような類似性が見られる。

　

<資料9>：『大饗記』の永享四(1432)年の大饗におけるお膳の指図(17丁)　

最後に、〈資料9〉の絵図は、飯の食し方と「立てる」という動詞と関わりを示す絵図
で、『大饗記』の永享四(1432)年の大饗におけるお膳の指図である。管見による限り、

今まで報告されたことがなく、日本の食文化において飯の食べ方を示す絵図の中で類を見

ない極めて貴重なものであると思われる。

　左の絵図はお膳の指図で、右の絵図は匙と箸を縦にして飯に立てることを示すものであ

る。当該の絵図は『大饗記』において〈資料8〉に続くものなので、同じく正安元(1299)

年の鎌倉時代の大饗のことを典拠にしていると見做せる。従って、右の指図における匙を

立てるということは永享四(1432)年の大饗から始まったのではなく、鎌倉時代までの習わしを

受け継いでいるということになる。しかも、平安時代から有職故実書において「立てる」とい

う動詞が用いられていたことは、前述したとおりである。右下に「匕箸様如此」という記述

から、匙と箸を飯に立てた際のことを示しているようである。そして、飯を中心にして「
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左」、「右」、「前」と、「匕」と「箸」という字があるので、当該の絵図は箸が前

に、匙が後ろに立てられていることになる。今日の日本では「立て箸」といって「普段には

縁起が悪い」32)と言われている不作法の行為なのである。しかし、平安時代から室町時

代までの有職故実書においては、今日の特殊な場面において見られる匙を立てる、箸を立

てるという作法が行われていたのである33)。

5. まとめ

以上のように、室町時代の有職故実書を中心に室町時代の食文化における匙のことを

考察してきたわけであるが、平安時代の有職故実書における伝統が受け継がれていたこと
を確認することができた。特に、有職故実書に散見する「立てる」という動詞に注目する

と、〈資料9〉の絵図のような飯の食べ方をしていたことが明らかになったのである。今日の

日本における飯の食べ方とは全く異なった食文化が存在していたのである。

　但し、『大饗記』をはじめとする武家の「大饗」は足利義満から始まったもので、武家

は日常では匙を用いない飯の食べ方をしていた可能性もある。というのは、室町時代から

安土桃山時代にかけての武家の料理書には匙どころか「立てる」「漬ける」という動詞の

用例を見ることができないからである。食文化における変化が窺えるが、これについては今

後の課題としたい。
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室町時代の食文化における匙
―有職故実書を中心に―

都基弘

本稿は室町時代の有職故実書を中心に匙の使用例を考察したものである。これによって匙と箸を横にし
ておく、飯に縦にして立てる、飯を汁に漬けて食べるといった平安時代の有職故実書における匙の文化が
室町時代まで続いていたことを明らかにした。わけても、『大饗記』に載っている匙と箸を飯に縦にして立
てた絵図は今まで報告されたことがなく、日本の食文化における匙のことを考える上で重要な資料であること
を明らかにした。

Study of food culture and spoons during the Muromachi period
－A Focusing on Yusokukojitsusho－

Do, Kee-Hong

This paper considers the use of spoons within the Yusokukojitsusho during the
Muromachi period. This investigation shows that the spoon culture of the Heian period-
including placing the cutlery on the table horizontally, putting the cutlery on the rice,
and rolling the rice in the soup-continued into the Muromachi period. Above all, the
illustrations of Daikyoki, which illustrate a spoon and chopsticks arranged on rice, have
never been reported before and are an important source for thinking about the use of
spoons in Japanese food culture.

<要旨>


